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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第41期

第３四半期
連結累計期間

第42期
第３四半期
連結累計期間

第41期

会計期間
自 2019年１月１日
至 2019年９月30日

自 2020年１月１日
至 2020年９月30日

自 2019年１月１日
至 2019年12月31日

売上高 (百万円) 5,806 5,860 8,071

経常利益 (百万円) 118 82 342

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 63 41 219

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 66 36 229

純資産額 (百万円) 2,071 2,231 2,233

総資産額 (百万円) 12,851 12,687 13,007

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 27.78 18.37 96.86

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 16.1 17.6 17.2

回次
第41期

第３四半期
連結会計期間

第42期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2019年７月１日
至 2019年９月30日

自 2020年７月１日
至 2020年９月30日

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期純損失(△)

(円) 22.45 △9.02

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含めておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ 【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】
　当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
(1) 経営成績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響による景気の悪化が続いて

おり、先行きは不透明な状況となっております。

　当社グループの需要先である建設業を取り巻く環境は、公共投資は堅調に推移しておりますが、民間設備投資は

感染症の影響もあり、弱い動きで推移いたしました。

　このような環境の中、当社グループは、感染対策を実施しながら、自然災害への復旧・復興事業への支援を積極

的に対処し、土木関連工事への営業強化を行ってまいりました。

　また、高速道路メンテナンス関連工事へのさらなる営業強化体制に向け、９月には茨城県水戸市に、水戸インタ

ー営業所をオープンし、老朽化インフラの維持補修工事への体制の強化を行ってまいりました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高につきましては、販売展示会自粛による販売売上の減少の影響も

ございましたが、土木関連機械の稼働率の上昇などにより、58億60百万円（前年同期比0.9％増）となりました。

　利益面につきましては、新規出店による関連費用及び人件費などが増加したことや、感染症拡大防止のための販

売展示会自粛によって中古機械販売などが減少したことにより、営業利益は１億51百万円（前年同期比18.7％減）、

経常利益は82百万円（前年同期比30.3％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は41百万円（前年同期比33.9％

減）となりました。

(2) 財政状態の分析

（流動資産）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、前連結会計年度末と比べて３億17百万円減少し、32億

86百万円となりました。主な要因といたしましては、現金及び預金が94百万円、受取手形及び売掛金が２億25百万

円それぞれ減少したことなどによるものであります。

（固定資産）

当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、前連結会計年度末と比べて２百万円減少し、94億円と

なりました。主な要因といたしましては、社用資産が53百万円増加、投資その他の資産が21百万円、賃貸資産が29

百万円それぞれ減少したことなどによるものであります。

（流動負債）

当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、前連結会計年度末と比べて２億36百万円増加し、43億

５百万円となりました。主な要因といたしましては、短期借入金が２億円増加したことなどによるものでありま

す。

（固定負債）

当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、前連結会計年度末と比べて５億54百万円減少し、61億

50百万円となりました。主な要因といたしましては、長期借入金が３億73百万円、長期未払金が１億80百万円それ

ぞれ減少したことなどによるものであります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末と比べて２百万円減少し、22億31百万

円となりました。主な要因といたしましては、その他有価証券評価差額金が２百万円減少したことなどによるもの

であります。

(3) 資本の財源及び資金の流動性に係る情報

　当社グループは、賃貸用資産購入の為、主に営業活動で得た資金を充当すると共に、金融機関からの借入金等を

充当しております。

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。

３ 【経営上の重要な契約等】
当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 6,750,000

計 6,750,000

　

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2020年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(2020年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,280,756 2,280,756
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数 100株

計 2,280,756 2,280,756 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高

(千円)

2020年９月30日 － 2,280,756 － 721,419 － 193,878
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(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(2020年６月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

2020年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 10,900
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 2,260,100 22,601 ―

単元未満株式 普通株式 9,756 ― ―

発行済株式総数 2,280,756 ― ―

総株主の議決権 ― 22,601 ―

(注) 「完全議決権株式(その他)」の欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が700株(議決権７個)含めて記

載しております。

② 【自己株式等】

2020年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社ニッパンレンタル 群馬県前橋市西片貝町
四丁目５番地15

10,900 － 10,900 0.48

計 ― 10,900 － 10,900 0.48

(注) 当第３四半期会計期間末日現在の自己株式数は、11,015株であります。

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」 (2007年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2020年７月１日から2020年

９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(2020年１月１日から2020年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,972,480 1,878,189

受取手形及び売掛金 ※ 1,578,615 1,352,702

商品 10,632 15,075

貯蔵品 9,307 8,998

その他 39,187 37,662

貸倒引当金 △6,100 △6,000

流動資産合計 3,604,123 3,286,628

固定資産

有形固定資産

賃貸資産

機械及び装置（純額） 3,676,520 3,799,261

車両運搬具（純額） 2,580,243 2,428,423

その他の賃貸資産（純額） 238,038 237,404

賃貸資産合計 6,494,803 6,465,089

社用資産

建物（純額） 428,700 441,903

土地 1,837,785 1,837,785

その他の社用資産（純額） 325,022 364,872

社用資産合計 2,591,509 2,644,561

有形固定資産合計 9,086,312 9,109,651

無形固定資産 47,907 43,991

投資その他の資産

繰延税金資産 65,982 73,010

その他 240,508 216,193

貸倒引当金 △37,498 △41,954

投資その他の資産合計 268,992 247,249

固定資産合計 9,403,212 9,400,892

資産合計 13,007,336 12,687,521

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,267,209 1,194,848

短期借入金 － 200,000

1年内返済予定の長期借入金 1,768,742 1,744,042

未払金 667,007 890,869

未払法人税等 82,710 113

賞与引当金 38,565 79,946

その他 244,801 195,964

流動負債合計 4,069,035 4,305,783

固定負債

長期借入金 5,075,040 4,701,195

長期未払金 1,519,122 1,339,067

資産除去債務 65,836 76,517

その他 44,314 33,283

固定負債合計 6,704,313 6,150,063

負債合計 10,773,349 10,455,847
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 721,419 721,419

資本剰余金 193,878 193,878

利益剰余金 1,297,032 1,300,149

自己株式 △5,635 △5,726

株主資本合計 2,206,694 2,209,720

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 27,778 24,905

繰延ヘッジ損益 △485 △2,951

その他の包括利益累計額合計 27,292 21,953

純資産合計 2,233,986 2,231,674

負債純資産合計 13,007,336 12,687,521
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2019年１月１日
　至 2019年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
　至 2020年９月30日)

売上高 5,806,860 5,860,804

売上原価 4,258,959 4,290,959

売上総利益 1,547,901 1,569,844

販売費及び一般管理費 1,361,876 1,418,596

営業利益 186,024 151,248

営業外収益

受取利息 727 345

受取配当金 1,824 2,085

損害保険受取額 8,464 11,342

受取賃貸料 2,700 2,700

助成金収入 1,900 340

その他 4,119 3,905

営業外収益合計 19,736 20,718

営業外費用

支払利息 81,559 78,841

事故復旧損失 1,786 2,303

その他 4,260 8,481

営業外費用合計 87,606 89,626

経常利益 118,153 82,340

特別利益

固定資産売却益 1,852 191

特別利益合計 1,852 191

特別損失

固定資産売却損 86 275

固定資産除却損 908 1,839

投資有価証券評価損 4,393 －

特別損失合計 5,388 2,115

税金等調整前四半期純利益 114,617 80,415

法人税等 51,563 38,711

四半期純利益 63,054 41,704

親会社株主に帰属する四半期純利益 63,054 41,704
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2019年１月１日
　至 2019年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
　至 2020年９月30日)

四半期純利益 63,054 41,704

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 3,753 △2,873

繰延ヘッジ損益 △578 △2,465

その他の包括利益合計 3,175 △5,338

四半期包括利益 66,230 36,365

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 66,230 36,365

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(追加情報)

新型コロナウイルス感染症拡大に関して、当社グループでは徹底した感染防止策を実施した上で事業活動を継続し

ているものの、主に民間設備投資需要の減少の影響を受けております。

なお、同感染症の収束時期を現時点では正確に予測することができないため、収束までには一定期間を要すると仮

定して固定資産の減損及び繰延税金資産の回収可能性等の会計上の見積りを行っており、その影響は限定的である

と考えております。

(四半期連結貸借対照表関係)

※ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

　 なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が、前連結会計年度末残高に含ま

れております。

前連結会計年度

(2019年12月31日)

当第３四半期連結会計期間

(2020年９月30日)

受取手形 30,488千円 －千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む)は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日
　至 2019年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
至 2020年９月30日)

減価償却費 1,287,490千円 1,335,033千円

　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 2019年１月１日 至 2019年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年３月28日
定時株主総会

普通株式 31,779 14 2018年12月31日 2019年３月29日 利益剰余金

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　 該当事項はありません。

当第３四半期連結累計期間(自 2020年１月１日 至 2020年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年３月26日
定時株主総会

普通株式 38,587 17 2019年12月31日 2020年３月27日 利益剰余金

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　 該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 2019年１月１日 至 2019年９月30日)

当社グループは、建設機械などの賃貸、販売、修理及び運送の単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。

当第３四半期連結累計期間(自 2020年１月１日 至 2020年９月30日)

当社グループは、建設機械などの賃貸、販売、修理及び運送の単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間

(自 2019年１月１日
至 2019年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
至 2020年９月30日)

１株当たり四半期純利益 27円78銭 18円37銭

(算定上の基礎)

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 63,054 41,704

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

63,054 41,704

普通株式の期中平均株式数(株) 2,269,930 2,269,793

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

　



独立監査人の四半期レビュー報告書

2020年11月11日

株式会社ニッパンレンタル

取締役会 御中

EY新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 柳 井 浩 一 印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 奥 見 正 浩 印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ニッパ

ンレンタルの2020年１月１日から2020年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(2020年７月１日から

2020年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(2020年１月１日から2020年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ニッパンレンタル及び連結子会社の2020年９月30日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

　



【表紙】

【提出書類】 確認書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2020年11月11日

【会社名】 株式会社ニッパンレンタル

【英訳名】 NIPPAN RENTAL Co.,Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長 社長執行役員 石塚 春彦

【最高財務責任者の役職氏名】 該当事項はありません。

【本店の所在の場所】 群馬県前橋市西片貝町四丁目５番地15

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

　(東京都中央区日本橋兜町２番１号)

　



１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

当社代表取締役社長 社長執行役員石塚春彦は、当社の第42期第３四半期（自 2020年７月１日 至 2020年９月30

日）の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたしました。

　

２ 【特記事項】

確認にあたり、特記すべき事項はありません。
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